
色鉛筆やハサミなどを使って遊ぶこと

が増えているこどもたち。 

今月は、スプーンやお箸の持ち方につ

いてのポイントや指先を上手に扱える

ようになるための遊びなどをご紹介し

ます。スプーンを使って自分で食べる

事が上手になってきた子ども達。この

位の年齢から箸に興味を持って来る事

もあるかと思います。箸を正しく持つ

ためには手先が十分に器用になり、複

雑な手指や手首の動きが必要となる

為、箸への移行は焦らずにじっくりと

スプーンで練習をする事が 

大切とも言われています(*^_^*) 

折り紙 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
  

 

 

  
 

 

 

 

 

☆スプーンの持ち方のポイント☆ 

スプーンの「すくい持ち」が安定して食べられるようになって

きて、年長になってから『お箸のがんばり表』を使っての練習

が始まります。そしてその項目が全部出来るようになってから

お箸を使う為、少しずつ段階を踏んでお箸を始めていきます。      

補助道具として、箸を正し

く持てるように、ビーズを

挟むこともあります。 

⓵上握り 

５本の指でしっかり握る事が大切です。 

②支え持ち 

人差し指や小指がスプーンから離れず 

持つ事が大切です。 

③3 点持ち 

人差し指の添え方、中指の位置が大切で

人差し指や中指がスプーンの柄を握りこ

まない様に持つ事が大切です。 

どうすれば手先が上手に使えるようになるのか・・それ

には特別な事をする必要はなく、普段の遊びの中や生活

の中で十分に手先を使う事で上達していきます。最初は

上手く出来なくても何度も挑戦する事が大切です☆ 

 

10 月は運動会や遠足などなど沢山の

行事を楽しんだうみ組さん♪ 

季節の移り変わりも虫や草花など自然

の変化と共に感じながら楽しんでいま

した。 

秋と言えば・・「食欲の秋」「スポーツの

秋」「読書の秋」などなどいろんな秋が

ありますが沢山食べて、沢山動いて、

沢山頭を使って今月もいきいき・わく

わく過ごしていきたいと思います     

気温差が激しく体調を崩しやすい季節

となりますが生活リズムを整えて元気

に過ごしていきたいですね(^^♪ 

 

 

いろいろな道具の持ち方 


